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CLINICAL STATISTICS ON INPATIENTS AND OPERATIONS 
IN THE UROLOGICAL DEPARTMENT OF THE OMORI RED 
CROSS HOSPITAL (JANUARY, 1981 TO DECEMBER, 1985)
Isao  IKEMOTO, Kazuya TASHIRO 
    and Masataka UEDA
From the Department of Urology, Omori Red Cross Hospital 
            (Chief: Dr. K. Yoshiya)
   The statistics obtained for the 716 inpatients and 550 operations at our clinic between January 
1981 and December 1985 were reviewed. The patients were most frequently in their sixties, and 
there was a predominance in males. The most frequent diseases of the inpatients were benign pro-
static hypertrophies and bladder tumors. The most performed operations were also those for uro-
logical tumors.
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は じ め に
　大森赤十字病院は都内大田区の中央に位置し,典型
的な都市部総合病院の一つで,近 くには大学病院,公
立病院 も多 い.当 院泌尿器科は1970年1月の開設以

















































































9　　 9　 10　 7　　9
0　　 1　 0　　 0　　 2
1　 1　 0　　 0　　 1
1　 5　　 3　　 8　　3
4　　 3　　 4　　 7　　8
0　　 1　 1　 1　 1
0　　 0　　 0　　 0　　 1







































































0　　 0　　 0　　 0　　 2
1　 1　 1　 1　 0
0　　 0　　 0　　 0　　 1
0　　 0　　 0　　 0　　 1
1　　 1　 0　　 0　　 0
0　　 0　　 0　　 0　　 1
2　　 1　 5　　 6　　 1
















　腎孟炎,副 睾丸炎が多かった.膿 腎症,後 腹膜腔膿























3　 0　 3　 0　 2
3　 1　 1　 0　 2
3　 0　 2　 0　 2
0　　0　　0　　0　　1
1　 0　　0　 6　　6








2　　 6　　 3　　 3　　 1
2　　 2　　 2　　 0　　 9
3　　 0　　 0　　 0　　 1


















































0　　 1　 0　　 7
2　　 1　　 2　　 3
1　 2　　 1　　 2
22　　17　　　22　　　32
4　　 2　　 0　　 0










































































膀胱腫瘍例の増加 に ともないTUR-BTお よび膀
　最近の医師数の増加,医 療施設の拡充にともない,
少なくとも都市部では医療は充足されてきてお り,む
しろ一部では医療機関の統廃合が計画されている.当
院の過去5年 間の泌尿器科診療内容をふ りかえってみ
ても,前立腺肥大症例,小 児泌尿器科疾患の症例数は
大略横ばい状態であり,また最近特に減少 しているの
が尿路結石の手術症例で,また逆に増加傾向を示 して
いるのが老人の悪性腫瘍例であることが明らか となっ
た.
　このことは泌尿器科医療においても当地域は充足さ
れてお り,前立腺肥大症,停 留睾丸などの良性の手術
症例では手術を受けられずに待っているような症例は
既にいないと思われる.また,当 院では内視鏡的腎 。
尿管切石術および体外衝撃波砕石術の設備がないため
手術適応の尿路結石症例は他施設に流れていると思わ
れる.一方,泌 尿器科的医療に対する一般的認識の高
まりにより泌尿器科悪性腫瘍例が専門医に来院するヶ
一スが増えてきたものと考えられる,
結 語
　大森赤十字病院泌尿器科における1981年1月から19
85年12月までの最近5年 間における入院および手術統
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計を行なった。
　1)入院患者数は5年間 で延 べ716名で男女比は
2.8=1と男子に多く,最近高齢化する傾向にあった.
疾患別では外傷,奇 形,結 石症例が少なく,悪性腫瘍
例が多 くかつ増加する傾向にあった.
　2)　手術は5年 間で550件で,同 様に悪性腫瘍例に
対する根治的,枯 息的手術が増加していた.
　稿を終えるにあたり,御校閲いただいた東京慈恵会医科大
学泌尿器科,大石幸彦助教授に深謝致します.また,資料整
理ならびに日常診療にご協力下さった当科外来着護婦小林緻
子氏,白石信江氏に感謝いたします.
　　　　　　　　　　　　　　(1986年1月22日受付)
